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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 7,618 38.4 1,336 272.9 1,302 320.3 765 388.4
22年3月期第2四半期 5,502 △31.7 358 △19.4 309 △25.6 156 △17.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 71.14 ―
22年3月期第2四半期 14.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 19,070 13,093 68.7 1,217.13
22年3月期 19,435 12,458 64.1 1,158.10

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  13,093百万円 22年3月期  12,458百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 8.00 13.00
23年3月期 ― 9.00
23年3月期 

（予想）
― 9.00 18.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,250 6.3 2,130 77.6 2,140 77.3 1,280 167.8 118.98



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１.上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異
なる場合があります。 
２.上記の業績予想に関する事項は、【添付資料】Ｐ.３「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ
さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ.３「２.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 10,953,582株 22年3月期  10,953,582株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  195,716株 22年3月期  195,596株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 10,757,944株 22年3月期2Q 10,759,957株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国を中心とした輸出の増加および政府の景気刺激策の

効果などにより回復基調をたどっております。しかしながら、欧米景気の減速と急激な円高が重なり、景気回復の

動きに一時的な停滞が懸念されております。 

 当社グループの関連市場であるエレクトロニクス業界におきましては、アジア地域でのデジタル機器・産機向け

が好調を維持し、国内においても各種補助金などの政策効果により関連製品の出荷は堅調に推移しておりますが、

受注についてはパソコンなどに一部調整がみられます。 

 このような事業環境のもと、当社の主力商品であるセパレータ事業においては、今期前半からの受注残もあり、

高水準な操業を続けております。 

また、同事業においては従来の市場に加え、中・長期的には、環境・省エネ分野での用途拡大が見込まれ、今後

の安定供給体制の確立が急務であるとの認識に立ち、ここ数年来検討を進めてまいりましたが、今年８月に、鳥取

県米子市に新たな生産拠点の設置を決定し、その準備に取り掛かっております。 

本件については供給体制の充実とともに、従来から懸案となっておりましたＢＣＰ（事業継続計画）の観点に立

った計画であります。 

このような状況のなか、当社グループの、当第２四半期連結累計期間の売上高は、76億１千８百万円（前年同四

半期比21億１千５百万円、38.4％増）の実績となりました。 

利益面につきましては、セパレータ事業での売上高増加にともない、高水準の稼働が続いたことにより、営業利

益は、13億３千６百万円（前年同四半期比９億７千８百万円、272.9％増）、経常利益は助成金収入などの営業外

収益はあるものの、円高による為替差損９千１百万円が発生したことにより13億２百万円（前年同四半期比９億９

千２百万円、320.3％増）、四半期純利益につきましては７億６千５百万円（前年同四半期比６億８百万円、

388.4％増）の実績となりました。 

 当第２四半期連結累計期間の主要事業の状況につきましては、次のとおりであります。なお、第１四半期連結会

計期間よりセグメント情報の区分を見直しておりますので、前年同四半期比については省略しております。 

  

［セパレータ事業］ 

セパレータ事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は70億４千９百万円、営業利益は15億７千５百万円の実績

となりました。品目別の業績は次のとおりであります。 

  

・コンデンサ用セパレータ 

各国の景気刺激策が一巡したことなどもあり、民生用の一部では受注減少が見られるものの、国内では風力・太

陽光発電などの産機用や工作機械向けは好調を維持しております。また、中国などの新興国においても省エネ用途

に用いられるセパレータなどの受注は堅調に推移しており、当第２四半期連結累計期間の売上高は60億９千９百万

円の実績となりました。 

  

・電池用セパレータ 

電池用セパレータにつきましては、中国市場において、省エネ型輸送機器や風力発電などの環境分野で使用され

る電気二重層キャパシタ向けなどが高水準で推移したため、当第２四半期連結累計期間の売上高は９億４千９百万

円の実績となりました。 

   

［回路基板事業］ 

 新たな機能を付加した新製品の開発ならびに受注活動を継続しておりますが、いまだ本格的な成約には至ってお

らず、当第２四半期連結累計期間の売上高は５億２千３百万円、営業損失は１億２千１百万円の実績となりまし

た。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、棚卸資産の減少および有形固定資産の減価償却実施が進み、前

連結会計年度末に比べ３億６千４百万円減少し、190億７千万円となりました。 

 負債につきましては、短期借入金の減少および長期借入金の約定返済により、前連結会計年度末に比べ９億９千

９百万円減少し、59億７千７百万円となりました。また、純資産の部は、前期決算に係る利益配当等による減少が

あるものの、当第２四半期純利益７億６千５百万円を計上したことによる利益剰余金の増加等により、前連結会計

年度末に比べ６億３千４百万円増加し、130億９千３百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後のわが国の経済は、欧米の景気回復の遅れや中国での経済成長の鈍化とともに、急激な円高がもたらす国

内企業の輸出競争力の低下およびエコカー補助金などの景気対策の終了・縮小により、先行き不透明感が強くなっ

ております。 

当社グループは、今後、円高による影響と一部民生向けデジタル関連機器等の調整はあると思われますが、好

調が続く環境関連分野向けがカバーすると予想しており、通期の連結業績予想につきましては、平成22年７月30日

に公表しました業績予想を変更しておりません。平成22年７月30日に公表しました通期連結業績予想のセグメント

別売上高は下記のとおりであります。 

なお、今後の様々な要因を精査中であり、連結業績予想を修正する必要が生じた場合は速やかにお知らせいた

します。 

     セグメント別通期連結売上高予想                    （単位:百万円） 

 （注）（ ）内は各セグメント売上高の内数を表しております。 

      

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 簡便な会計処理を適用しておりますが、重要性が乏しいため注記を省略しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。 

 これにより、営業利益、経常利益は、それぞれ1,573千円減少しており、税金等調整前四半期純利益は24,544千

円減少しております。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

品    目 売  上  高 

【セパレータ事業】 

 ・コンデンサ用セパレータ 

 ・電池用セパレータ 

【回路基板事業】 

【その他事業】 

 ・設備エンジニアリング 

13,220 

（11,510） 

（1,710） 

985 

45 

（45） 

合 計 14,250 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,426,642 1,607,325

受取手形及び売掛金 3,994,072 3,945,133

商品及び製品 1,093,927 1,145,558

仕掛品 82,591 96,646

原材料及び貯蔵品 1,046,157 1,197,649

その他 612,930 478,079

貸倒引当金 △71 △73

流動資産合計 8,256,250 8,470,318

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,551,739 2,631,541

機械装置及び運搬具（純額） 4,312,907 4,598,625

土地 1,638,422 1,638,422

建設仮勘定 509,674 220,011

その他（純額） 209,191 209,000

有形固定資産合計 9,221,935 9,297,602

無形固定資産 49,037 58,532

投資その他の資産   

投資有価証券 398,312 467,588

繰延税金資産 644,171 620,063

その他 522,196 542,295

貸倒引当金 △21,000 △21,000

投資その他の資産合計 1,543,681 1,608,948

固定資産合計 10,814,653 10,965,083

資産合計 19,070,904 19,435,401
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 775,851 758,930

短期借入金 71,130 573,047

1年内返済予定の長期借入金 604,600 1,184,600

未払金 1,228,078 1,141,170

未払法人税等 536,798 223,489

設備関係支払手形 1,648 －

設備関係未払金 256,318 265,041

その他 619,307 678,604

流動負債合計 4,093,732 4,824,883

固定負債   

長期借入金 1,047,500 1,347,300

退職給付引当金 605,765 582,435

役員退職慰労引当金 210,630 202,250

その他 19,573 19,727

固定負債合計 1,883,468 2,151,712

負債合計 5,977,201 6,976,596

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,241,749 2,241,749

資本剰余金 3,942,363 3,942,349

利益剰余金 7,196,311 6,517,078

自己株式 △164,136 △163,957

株主資本合計 13,216,288 12,537,220

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △51,886 △9,818

為替換算調整勘定 △70,699 △68,597

評価・換算差額等合計 △122,585 △78,415

純資産合計 13,093,702 12,458,805

負債純資産合計 19,070,904 19,435,401
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 5,502,681 7,618,256

売上原価 4,397,261 5,329,572

売上総利益 1,105,419 2,288,683

販売費及び一般管理費 746,940 952,076

営業利益 358,479 1,336,607

営業外収益   

受取利息 3,628 1,323

受取配当金 3,547 3,539

持分法による投資利益 9,977 5,425

助成金収入 15,903 58,812

その他 20,275 4,729

営業外収益合計 53,331 73,829

営業外費用   

支払利息 26,145 14,460

為替差損 72,894 91,735

その他 2,889 1,801

営業外費用合計 101,929 107,998

経常利益 309,881 1,302,439

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22,971

固定資産除却損 37 12,772

投資有価証券評価損 － 3,360

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 4,950 －

ゴルフ会員権売却損 1,114 －

特別損失合計 6,101 39,103

税金等調整前四半期純利益 303,779 1,263,335

法人税、住民税及び事業税 12,678 523,091

法人税等調整額 134,408 △25,052

法人税等合計 147,086 498,038

少数株主損益調整前四半期純利益 － 765,296

四半期純利益 156,692 765,296
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 該当事項はありません。  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法は、製品の種類、性質および製造方法の相違を勘案して区分しております。 

２．各事業の主な製品等 

セパレータ事業  アルミ電解コンデンサ用セパレータ、導電性高分子固体電解コンデンサ用セパレータ、

電気二重層コンデンサ用セパレータ、マンガン乾電池・アルカリマンガン乾電池・リ

チウム電池・ニッケル水素電池用セパレータ、特殊電池用セパレータ、産業用特殊紙 

回路基板事業   ＦＦＣ（超薄型フレキシブル基板）、ソクシール（耐熱性接着剤）、カバーレイインク

介護ソフト・   介護支援ソフト、センサーコールシステム 

介護福祉機器事業 

その他の事業   不織布設備の設計・販売・技術指導 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
セパレー
タ事業 
（千円） 

回路基板 
事業 

（千円） 

介護ソフト
・介護福祉
機器事業  
（千円） 

その他の 
事業 

（千円）  

計 
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 4,798,322  651,856  40,279  12,223  5,502,681  ―  5,502,681

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―

計  4,798,322  651,856  40,279  12,223  5,502,681  ―  5,502,681

営業利益又は営業損失

（△） 
 560,852  △128,898  △31,293  △25,038  375,622  △17,142  358,479
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〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討をおこなう対象となっているものであります。 

 当社は、アルミ電解コンデンサ用および電池用として使用されるセパレータの製造・販売を主事業として、耐

熱性合成樹脂を応用加工した回路基板の製造 ・販売の事業活動をおこなっております。 

 したがって、当社は、「セパレータ事業」および「回路基板事業」の２つを報告セグメントとしております。

各報告セグメントの主要製品は、以下のとおりであります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不織布設備の設計・販売・技

術指導等を含んでおります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない研究開発費であります。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。 

セパレータ事業 アルミ電解コンデンサ・導電性高分子固体コンデンサ用セパレータ、マンガン乾電池・

アルカリ乾電池・リチウムイオン電池・ニッケル水素電池・電気二重層キャパシタ用セ

パレータ、特殊電池用セパレータ、産業用特殊紙 

回路基板事業 ＦＰＣ（超薄型フレキシブル基板）、ソクシール（耐熱性接着剤、カバーレイインク）

  

報告セグメント 
その他 
（千円）  
（注） 

合計 
（千円） 

セパレータ 
事業 

（千円） 

回路基板 
事業 

（千円） 

計 
（千円） 

売上高           

外部顧客への売上高  7,049,019  523,041  7,572,061  46,195  7,618,256

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 ―  ―  ―  ―  ―

計  7,049,019  523,041  7,572,061  46,195  7,618,256

セグメント利益又はセグメン

ト損失(△) 
 1,575,166  △121,539  1,453,627  △14,988  1,438,639

利益 金額（千円） 

報告セグメント計  1,453,627

「その他」の区分の利益  △14,988

全社費用（注）  △102,031

四半期連結損益計算書の営業利益   1,336,607

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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